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　最近使用量か増大しt いるa -オレフィンス’ルホン酸ナト<lウム（ＡＯＳ）は主

アルケンスルホン酸ナトリウム（ＡＳ）とヒドロキシアルカンスルホン酸ナトリウ

A S ）との混合物であり、さらにそれらの同族体や異性体から成っている。そこで

の化学構造による環境中での消失に及ぼす影響について検討を行った｡

　(1)土壌環流: 50gの風乾土（黒ぼく土）を充填したカラムに、100 Bt／lのA O S

液10・0・１を滴下して環流した．A 0 Sの消失過程は、環流液のF R A S (フェロイン

活性物質）の定量及び高速液体クロマトグラフィー( H P L C ）による分析により行

｡(2)ダイ・アウェイ試験；多摩川中流城の河川水2l)!)0・ｌを用い.初濃度100 ・1／1とし

、半開放状態での一試験を行い、(1)と同様に試験液の分析をした。

P L C分析: 彼検液50輿ｌを凍結乾燥したのち、

物を1. 0・ｌのメタノールに溶解し、0.45μＩの

ボアフィルターで城下後、図中に示した条件に
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A Sであった。A Sについては、二重0　5　10　15　20

析した。

　Ci4－A Ｏ Ｓ について図に示すクaマトグラ

た。これよりHAS, ASの定量を行ったと

土壌への吸着及び土壌中での生分解は、いず

A S ＜A Sであった。A Sについては、二１

位 置 に よる差はほとんど認められなかった

C)luttin;

　Dupont Zorbax C(DS
　4.6mnx250mm

Flow rate;1.(ml/iiiin

Eluent:

　0.1M NaClOi-CHaCN/
　H2O(45/55)

Detector;
　RI,4×10‾'F.S.

　　　Retention time (rain)
Fig.　HPLC chrcmatogram of flOS(C,^)
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